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要 約
本研究の目的は,グループ運動表現療法におけるリーダーの態度構造 とその継時的変化を
縦断的に検討することであった。初心 リーダー1名を対象に,3回にわたりPAC分 析を実施
し,セ ッシ ョンの進行に関する態度構造を調べた。その結果,状 況に即応する 「臨機応変」
なリーダーシップから,グループ ・プロセスを予測 ・操作する 「戦略的」な働きかけを重視
する態度へと変化が見られた。また リーダーの直接的な働きかけだけでなく,メンバー と対
等な関係性 を築き,と もにセッションを楽 しむことで 「楽 しくリラックスできる雰囲気づく
り」を目指すようになった。さらにメンバーが安心できるグループを形成するための 「枠組
みづ くり」を,メンバーへの関わ りを支える前提として重視するようになった。これ らはリ
ーダーの認知面での熟達化過程を示す ものと考えられた。
キー ワー ド:グ ループ運動表現療法,リ ー ダー,態 度構造
1.目的
グループ運動表現療法(以下,運動表現療法と略
す)は,マッサージ,ゲーム,リラクゼーションな
どの身体活動を伴 う複数のメニューを組み合わせ
て行 う,構成的グループ ・アプローチである。身
体活動,集 団,遊 びの持つ治療作用を併用し,心
身の自然な状態を回復することを目的とする(箕
口ら,1998)。1987年に町田市民病院神経科におい
て,う っ病患者へのアプローチとして開発 ・導入
された。現在は複数の総合病院精神科や精神科デ
イケアなどで実施 されてお り,適用対象は統合失
調症,健 常者のス トレス ・マネジメン トなどにも
拡大している。本研究のフィール ドとなる町田市
民病 院神 経科の運動表現療法 は,週1回 ・約1時
間の外 来 グループ として5-10名 程度 の人数 で実
施 され る。 そ こでは臨床心理士の指導 のも と,心
理 学専攻の大学院生 ・大学生 が リー ダーや コ ・リ
ーダーな どの運営ス タッフをつ とめる。
運動表現療法では以下 に示す よ うな基本 メニュ
ー を,リ ー ダー の主導 によ り行 う(Table1.)。セ
ッシ ョン時間は約60分 である。前半 は比較 的構成
度 の高い メニ ューか らな り,メ ンバ ーを ウォーム
ア ップ し,心 身の緊張 を取 り除き,リ ラ ックスを
はか る。後半はやや活動性 が高 く,自 由な動作や
感 情表現 を伴 うメニ ュー か らな り,心 身の活性化
を 目指す。
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(Table1.)メニ ュ ー の 内 容 と 流 れ
① 自己紹介,身 体ほぐし メ ンバ ーは円坐 し,1人 ずつ 自己紹介 しなが ら,体 のほ ぐ した いところ
をほ ぐしてい く.他 のメ ンバーは同 じ動作 をす る.
②ペアマッサージ 2人ペ アをつ くり,互 いに5分 程度 マ ッサージす る.
③ リラクゼー シ ョン 照明を消し,静かな音楽をかける.メ ンバーは好 きな場所に横臥して10
分ほど休む.
④ゲーム 皆 で楽 しめ るゲー ムを行 う.内 容 は人数,メ ンバ ー構成 な ど,グ ループ
状 況を考慮 して選ぶ.
⑤リズム体操 メンバ ーは円にな って立 ち,リ ズ ムの ある音楽 に合 わせ て,1人 ずつ 自
由に体 を動 かす.他 のメ ンバ ーは同 じ動き をす る.
⑥おたけぴ メンバ ーは円にな り手を繋ぎ,輪 の真 中に走 りこみなが ら一斉 に 「わ一」
と大声 を出す.
⑦感想(シ ェア リング) 円坐 し,セ ッシ ョンの感想 を述 べて終了す る.
これまで筆者 らは,運動表現療法のセッション
の効果に影響を及ぼす変数の1つ として,リ ーダ
ーの役割や進行法に焦点を当てて検討 してきた
(浅井,1999,2002;浅井ら,1998,2004)。本研究の
目的は,.①運動表現療法においてリーダーがセッ
ションの進行をどう認識 しているか,② それがリ
ーダー経験を重ねることでどう変化するかについ
て,初 心 リーダー1名 を対象 として縦断的に検討
することである。 リーダーの熟達化プロセスを認
知的側面から分析するとともに,リ ーダー育成の
ための基礎資料 としたい。
なお本研究では,PAC分析(個人別態度構造分
析;内 藤,.1997)を調査方法に用いる。 これはある
連想テーマに対 して個人が持っている態度や認知
の構造について,統計的客観性を保持 しっっ個性
記述的に研究する方法である。本研究で実施 した
PAC分 析の手順は,次 のようである。
①当該テーマに関する連想を,思 いつく限 り名刺
大のカー ドに書き出してもらう。
②得られたカー ドで対を作 り,全ての対の類似度
を7段 階で評定してもらう。
③評定された類似度距離行列についてクラスター
分析(ウ ォー ド法)を 行い,対 象者の態度構造
を示すデンドログラムを作成する。
④対象者に半構造化面接を行い,抽 出されたクラ
スターの解釈や感想を尋ねる。
⑤上記の結果をもとに,対 象者の態度構造につい
て調査者が最:終的解釈を行な う。
皿.方 法
1.対象者
町田市民病 院神 経科の運動表現療法 に継続 的に
参加 してい る20代 の男性 スタ ッフ1名(A氏)。
大学の心理学科 を卒業 し,2ヶ 月 ほどコ ・リーダ
ー としてセ ッシ ョンに参加 した後,リ ーダーをつ
とめる よ うになった。それ以前の臨床経験はなか
った。
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2.調査時期 と手続 き
A氏 に対 して約1年 の間隔 をお き,3回 にわた
りPAC分 析 を行 なった。各 回 とも,A氏 が リー
ダーをっ とめた セ ッシ ョンの直後 に実施 した。連
想 テーマ は,「自分 が リーダー をす る際に重 要 と思
うこと,ま た は留意 している こと」 とした。
第1回 調査は2001年10月,A氏 が初めて リー
ダーをつ とめた後 に実施 した。第2回 調査 は2002
年9月 に実施 した。 この時点 でのA氏 の リーダー
経験 は,約20回 であった。また新 たに2箇 所の臨
床現場で,非 常勤職員として勤務 し始めていた。
第3回調査は2003年8月に実施 した。この時点で
のリーダー経験は,約40回であった。また現場の
仕事を続けながら同年より大学院に進学 し,臨床
心理学を学んでいた。
皿.結果
1.第1回PAC分 析
11項目が連想 された。 クラスター分析 の結果,
解釈 可能な2ク ラスターが抽 出 され た(Figure1.)。
(Figure1.)クラスター分析結果:第1回
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クラス ター1楽 しくリラックスで きる雰囲気づ くり
メ ンバー を楽 しませ ること
笑顔
穏やかな口調
完壁でないこと
自分 自身 も リラックスす ること
ク ラスター2:臨 機応変 な リーダー シ ッ
何が起 こっても受けとめられ る臨機応変さ
その時のグループの雰囲気に適 したリーダーを演じること
「
必要 な時のみ 引っ張っていけるよ うな,バ ランスの よい リー ダー シ ップ
メンバ ー1人 ひ と りの ち ょっ とした ことにも気 を留 めてお く
メンバー1人1人 の発言などを受け止める
全体を　 糊 」
ク ラス ター1は,【 メンバ ーを楽 しませ ること1
【笑顔 】【穏やか な 口調 】【完壁 でないこ と】【自分
自身 も リラックスす るこ と】の5項 目か ら構成 さ
れ る。 〈楽 しくリラックスでき る雰囲気づ く り〉と
解釈 した。セ ッシ ョンの 目標 を達成す る上で,グ
ループの雰囲気は重要な役割を果た している。 リ
ーダーはその形成に大きな影響を及ぼすため,さ
まざまな点に留意すべきとA氏は考えている。具
体的には口調や表情,ユ ーモアなどによりメンバ
ーを和ませ る働 きかけである。さらに自分自身が
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リラックスす る とともに,時 には間違 えるな ど,
メンバーか ら親近感 を持たれ る存在 となる ことで
あ る。すなわ ちA氏 は,セ ッシ ョンでの 自然 なあ
り方や態度 を示すモデル と して メンバー か ら認知
され ることを 目指 してい る。
クラス ター2は,【何が起 こって も受 け とめ られ
る臨機応 変 さ】【その時の グループの雰囲気 に適 し
た リーダーを演 じる】【バ ランスの よい リー ダー シ
ップ】【メ ンバー1人1人 の発言 な どを受け とめ る】
【全 体を見る広い視野】【メ ンバー1人1人 の ちょ
っとしたことにも気を留めておく】の6項 目から
構成 され る。〈臨機応変なリーダーシップ〉と解釈
した。A氏 は特定のメンバーが孤立 した り取 り残
されないよう気をつけてお り,そのために適宜 リ
ーダーの介入が必要と考えている。とはいえ,グ
ループの自然な流れやメンバーの自発性に委ねる
ことも重視 している。そしてグループや各メンバ
ーを注意深 く観察して状況を見極めることを,リ
ーダーが適切に対応するための前提と位置づけて
いる。
(Figure2.)クラスター分析結果;第2回
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プログラム問にメリハ リをつける
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その日のメンバーの活動性の高さ
特定の人に流されない,全 体を見る視点
プログラムがスムーズであること
他のスタッフをどう活用 していくか
クラスター2:楽 しく リラ ックス できる雰 囲気 づ くり
メンバーの様子に配慮する
メンバーの笑顔 を大切にする
完壁でないこと
1 自分自身の雰囲気
リー ダーで あるこ ととメンバ ーの1人 であ ることを うま く使い分 ける　 　 　 コ
2.第2回PAC分 析
13項 目が連想 され た。 クラスター分析の結果,
ク ラ ス ター3.場 の 設 定
「挑戦」 「運」 とい う場を設定す ること
解釈 可能 な3ク ラスターが抽 出 された(Figure2.)。
クラスター1は,【プ ログラム間に メ リハ リをっ
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ける】【その場に応 じて雰囲気を調整 していく1[そ
の 日のメンバーの活動性の高さ】【特定の人に流 さ
れない,全体を見る視点】【プログラムがスムーズ
であること】【他のスタッフをどう活用 していく
か】の6項 目から構成され る。〈臨機応変なリーダ
ーシップ〉と解釈 した。リーダーがグループ状況を
よく観察しつつ,セ ッションの目標達成に向けて
能動的に働 きかけることをA氏 は重視 している。
クラスター2は,【メンバーの様子に配慮する】
【メンバーの笑顔 を大切にする】【完壁でないこ
と】【自分 自身の雰囲気】【リーダーであることと
メンバーの1人 であることをうまく使い分ける】
【メンバーの発言や行動に 自分がどう関わってい
るか】の6項 目から構成される。〈楽 しくリラック
スできる雰囲気づ くり〉と解釈 した。A氏はグルー
プ状況だけでなく,自 己の状態も観察 しようと心
がけている。それにより自己の関わりにおけるメ
ンバーシップ とリーダーシップのバランスを調節
し,グループに楽 しく居心地よい雰囲気を創出し
ようと努めている。
クラスター3は,【挑戦,運 という場を設定する
こと】の独立 した1項 目である。〈場の設定〉と解
釈 した。これはメンバーにとって運動表現療法が
どんな意義を持つのか,メ ンバーに益す るために
何をすればよいかを自問する うちに生成 された視
点である。具体的には 「ゲーム」において,何 か
に挑戦 した り,不利な状況から逆転できるような
工夫が挙げられる。そ うした達成体験がメンバー
の自信獲得につながるとA氏は考えている。
3.第3回PAC分 析
13項 目が連想 され た。 クラスター分析 の結果,
解 釈可能 な3ク ラスターが抽 出 された(Figure3.)。
クラスター1は,【 リーダー もセ ッシ ョンを楽 し
む 】【完壁でない こと】【リーダー もたまには 自己
主張す る】【BGMにテーマ,流 れ を持 たせ る1【セ
ッシ ョン前 に もお しゃべ りす る】の5項 目である。
〈楽 しく リラックスで きる雰囲気づ く り〉と解 釈 し
た。まず リー ダーの楽 しむ姿勢 が重要 であ り,「リ
ー ダーが楽 しめば,そ れ が患者 に伝 わ り,セ ッシ
ョンの雰 囲気 も変 わって くる」 とA氏 はイ ンタビ
ュー で述 べている。 同様 に,リ ーダーが意見や感
想 を率直 に表 明す る ことは,「リーダー もグループ
の一員 である」 とい うメ ッセー ジとな り,心 地 よ
い雰 囲気 づ く りにつなが ると考 えてい る。
クラスター2は,【メ ンバーの笑顔 や発 言に必ず
反応す る】【グループ全体 での決定 を大切 にす る】
【メンバ ーの笑顔 や発 言が表出 されやすい場の設
定】【運や偶然性の絡む場 を設定す る】【自分の発
言や行動1つ ひ とつの意味を考 える】の5項 目で
ある。〈戦略的 リー ダー シ ップ〉と解 釈 した。意図
した反 応 を生 じさせ るた め に,リ ー ダーが能 動
的 ・戦 略的に行 な う関わ りであ る。 事前準備や介
入 に より,セ ッシ ョンの 目標 を達成で きる場 のコ
ンテキス トを生成 す ることをA氏 は重視 してい る。
ク ラスター3は,【簡 単で分か りやすい説明 をす
る】【終 わる時 間を考慮す る】【セ ッシ ョンをスム
ーズに進 め る】の3項 目であ る。〈安心で きる枠組
みづ く り〉と解釈 した。簡明な説明 によ りタスクを
明確 化す ること,時 間枠 を守 ること,セ ッシ ョン
の流れを停滞 させない ことで,メ ンバー は安 心 し
てセ ッシ ョンに集 中で きる とA氏 は考 えている。
IV.考察
1.リー ダー シップの あ り方
各 回 とも 「リーダー シップ」に関わるクラスター
が抽 出 されたが,そ の捉 え方 には変化 が見 られた。
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(Figure3.)クラス ター分析結果:第3回
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BGMにテ ーマ,流 れ を持 たせ る
セ ッシ ョン前 にもお しゃべ りす る
クラス ター2戦 略 的 リーダー シッ
メンバーの笑顔や発言に必ず反応する
グループ全体での決定を大切にする
メンバーの笑顔や発言が表出きれやすい場の設定
運や偶然性の絡む場を設定する
「
自分の発言や行動1つ ひ とつの意味を考える
クラスター3安 心 できる枠組み づ くり
簡単で分かりやすい説明をする
終わる時間を考慮する
セ ッションをスムーズに進める
第1回(ク ラス ター2)お よび第2回(ク ラスタ
ー1)で は,「臨機応変 な リーダーシ ップ」に焦点
を当てている。運 動表 現療 法では,メ ンバーが各
メニュー を体験す るだけで も,あ る程度の効果 を
得 るこ とができ る。 とはいえ,リ ーダーがそのセ
ッシ ョンのメンバ ー構 成や特徴を把握 し,メ ンバ
ー の言動 ,グ ループの雰囲気,生 起す る出来事に
適切 な対応 を とることで,メ ニ ューの有効性 を高
めた り,集 団力 動 を治療 的 に活用 で きる(浅 井
ら,1998)。したがってセ ッシ ョンの 目標 を達成す
るために,リ ーダーの 「臨機応変 さ」は不可欠 と
いえる。
第1回 で の 「臨機応変 さ」 は,リ ー ダーがセ ッ
シ ョンで生 じた グルー プ ・プロセ スを的確 に理解
し,柔 軟 に対応す る とい う,や や受動 的なニュア
ンスが強い。実際 に多 くの初 心 リーダーは,メ ニ
ューの説明や場面構成 な どの 「型 」を こなす のに
手一杯で あ り,「型 」を離れ た 「臨機応 変」な対応
は難 しい。それ だけに,A氏 には 自身 が取 り組 む
べ き課題 として強 く意識 され るのであろ う。 これ
に対 して第2回(ク ラスター1)で は,【プ ログラ
ム間 にメ リハ リをつ ける】【プ ログ ラムがスムー ズ
で あ るこ と】【他 のス タ ッフ をど う活用 してい く
か 】な ど,「臨機応 変 さ」の中に能動的 ・戦 略的な
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ニュアンスが出現 している。すなわち,リ ーダー
が 「プログラム」「スタッフ」などのセッションを
構成する枠組みに働 きかけることで,グ ループ ・
プロセスを調整する視点が加わっている。さらに
第3回(ク ラスター2)では,第2回(ク ラスター
3)で独立 した1項 目であった 「場の設定」が 「リ
ーダーシップ」のクラスターに併合 され,能動的 ・
戦略的なニュアンスが一層強くなっている。すな
わちリーダーが自らの援助観に基づいてセッショ
ンの枠組みを操作し,メンバーに肯定的な体験を
もたらそ うとする態度へと 「リーダーシップ」の
捉え方が変化 している。また 「臨機応変さ」に関
する項 目が挙げられていない理由として,経 験を
積んで気持ちに余裕が出たことと,枠組みへの働
きかけによりグループ ・プロセスを予測できるよ
うになったことが考えられる。
以上の経過は,リ ーダーの熟達化を認知面から
示すものであろう。すなわち当初はセ ッション内
で起こるプロセス自体に注 目し,それに 「臨機応
変」に対応することで目標達成を目指 していた。
やがて複数の臨床現揚に関わるようになった影響
もあ り,自己の明確な援助観が形成されていった。
またセ ッシ ョンを構成するさまざまな枠組みが生
起するプロセスに影響を与えるという,治療構造
の視点も獲得されていった。それに伴い,セ ッシ
ョンの枠組みに働きかけることを重視する,戦 略
的な態度を用いて 目標達成を目指すようになった。
z.楽しくリラ ックス できる雰囲気 づ くり
「楽 しく,リ ラックスで きる雰囲気づ くり」 の
ク ラス ター は各 回で 出現 してお り,A氏 に とって
重要なテー マで あることが うかが える。そ うした
雰囲気 を ど う形 成す るかについて,A氏 の捉 え方
に継 時的変化 が見 られ る。
第1回(ク ラスター1)で は,リ ーダー 自らが リ
ラックス したあ り方 を示 す ことで,メ ンバーのモ
デル になろ うと努 めている。 またメ ンバー を楽 し
ませ る働 きかけによ り,心 地 よい雰囲気 を提供 し
よ うとしている。初 心 リーダーは余裕 がな く緊張
しが ちであるが,A氏 も初 回セ ッシ ョンで 「リラ
ックス できなか った」 と述べ ている。過度 の緊張
によって メンバー を不安 に させ ないために,取 り
組 むべ き課題 と してA氏 は捉 えている。 これに対
して第2回(ク ラスター2)では,た とえ リラ ック
スで きな くて も現在 の自分 を受 け入れ,逆 にそれ
を活用 して グループ に関 わってい く態度 が出現 し
てい る。 すなわ ち気負 ってメンバー のモデル を 目
指 す よりも,あ りの ままの 自分 を出 してグルー プ
にjoiningし,安心で きる雰囲気 を醸成 しよ うと
してい る。 さらに第3回(ク ラスターDで は,リ
ー ダーがメ ンバ ーの1人 の立場でセ ッシ ョンを楽
しみ,率 直に 自己開示す るニ ュア ンスが強 まって
いる。 つま りリーダー とメンバーが対等な 関係性
を形成 し,同 じ視 点にヰつ ことで,親 密で相互協
力 的な風 土が 自然に生まれ る。 それが 「楽 しく リ
ラ ックスできる雰 囲気」 として作用す るとA氏 は
捉 えている。
以上 か ら 「楽 しくリラ ックスでき る雰囲気づ く
り」 の方法 につ いて,自 己のメ ンバー シップ を利
用 してグル ープの力 を引き出す な ど多彩 さを増 し
てお り,A氏 の リーダー としての熟達化 を示す も
の と解釈 できる。
3.安心 できる枠組み づ くり
これ は第3回(ク ラスタ__.a)で初 めて生成 され
た クラスター である。 「時間枠の遵守」 「タスクの
明確化」 とい うセ ッシ ョンの安全枠 の維持 が,メ
ンバー との直接的 な関わ りである 「リーダーシ ッ
一40一
浅井健史:グ ループ運動表現療法におけるリーダーの態度構造 と継時的変化
プ」「雰囲気づくり」と独立した次元で捉えられる
よ うになった。すなわちセッションの基本的枠組
みはメンバーに安心感を提供するとともに,各 メ
ニューや リーダーによる関わ りを有効にするため
の重要な前提となる。したがって リーダーはこれ
を意識的に確立 し,維持する必要があるとA氏 は
考えている。回を追ってA氏 の態度構造が分化 し
てきたことからも,リーダー としての熟達化がう
かがえる。
本研究は探索的な試みなが ら,A氏への3回 に
わたるPAC分 析を通 して 「リーダーシップ」「雰
囲気づくり」「枠組みづくり」などを鍵概念に,運
動表現療法におけるリーダーの態度構造 と認知的
熟達化を考えることができた。これを出発点にリ
ーダー育成に役立つ,よ り妥当性の高いモデル構
築に向けた取 り組みを進めたい。今後の検討課題
として,第1に この結果がA氏 に特異的な傾向な
のか,他 の リーダーにも適用可能な普遍性を持つ
のかを,対象者を拡大 して調査する必要がある。
第2に 認知的側面だけでなく,実 際のセ ッション
における行動 と関連 させてリーダーの態度や熟達
化を検討する必要もあろう。
ご指導をいただきました箕口雅博先生(立教大学
現代心理学部),運動表現療法関係スタ ッフの皆様
に深謝いたします。
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Leader's Personal Attitude Construct and its Change in Group Movement Expressive 
               Therapy: An Examination of a Novice Leader 
                         Takeshi ASAI
ABSTRACT
    The purpose of this study was to examine the attitude construct and its changing process of the 
   leader in Group Movement Expressive Therapy (GMET). The subject was a novice leader and PAC 
   (Personal Attitude Construct) analysis was conducted three times for the period of two years. The 
   results were as follows. Initially he emphasized on "flexible leadership" which intended to respond 
   immediately to the circumstances, but the focus gradually changed to "strategic leadership" which 
   intended to anticipate and control the group processes. He has acquired the attitude of "making 
   enjoyable and relaxing atmosphere" through interacting with the participants based on equal 
   relationship. And he has learned to see "making the structure" as an important condition for 
   providing the participants with feelings of security. These results showed a process of how the 
   leader became expert in GMET from a cognitive aspect. 
   Key Words: Group Movement Expressive Therapy, leader, Personal Attitude Construct
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